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1.帯状疱疹とは

ウイルスによって神経と皮膚に

炎症をおこし、体の左右どちらか

に痛みを感じ、その後に痛みの部

位に帯状に赤い斑点や小さな水ぶ

くれが出現する病気です。若い世

代でも発症しますが、50歳を過ぎ

ると多くなり、80歳までに1/3の

人に発症すると言われています。

2.帯状疱疹の症状

痛みの程度はかゆみやピリピリ

程度から焼けつくような激痛まで

様々です。皮疹は痛みより遅れて

出現することが多く、神経に沿っ

て帯状に赤い斑点が出現し、水疱

（水ぶくれ）に変化し、1週間ほ

どで破れて、かさぶたになり3週

間ほどで治癒します。

3.帯状疱疹の発生部位

胸から背中を中心に上半身に多

く、顔面や頭部に出現することも

あります。神経に沿って出来るた

め、通常は左右どちらか片方に

出来るのが特徴です。

帯状疱疹の経過

4.帯状疱疹の原因

幼少時に水痘（水ぼうそう）に

かかると、治ってもウイルスは体

の神経節に潜んでいて、過労・ス

トレス・加齢等で免疫力が低下し

たときに再活性化して、神経を伝

わって皮膚に皮疹を作ります。

5.帯状疱疹の合併症

①帯状疱疹後神経痛：普通痛みは

皮疹の治癒とともに消退しますが、

神経の損傷が持続し、わずかに触

れただけでも激痛が走り、睡眠や

日常生活に支障が出ます。50歳以

上の2割の方が起こすと言われ、

高齢者や発症時重症だった人がな

りやすい傾向があります。

②視力障害：目の周囲に帯状疱疹

が出来ると、角膜炎・結膜炎を合

併し、失明に至ることもあります。

③ハント症候群：片側の顔面神経

麻痺と耳痛・耳鳴り・難聴・めま

いを引き起こします。顔面神経麻

痺の約2割が帯状疱疹が原因と言

われています。
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8.帯状疱疹ワクチン

現在本邦で使用されているのは、

2種類のワクチンです。

①生ワクチン：小児の水ぼうそう

ワクチンと同じ製剤で、1回の皮

下注射です。効果の持続は5年ほ

どで、50-60％の予防効果がある

と言われています。免疫が低下す

る病気や免

疫を抑える

治療を受け

ている方は

適しません。

②不活化ワクチン：2か月空けて2

回の筋肉注射を行います。90％以

上の予防効果があり、10年以上は

効果が持続すると言われています。

かなり高価なことと、注射部位の

痛みや発熱・倦怠感等の副反応が

やや多いのが欠点です。

9.（参考）口唇ヘルペス

水痘・帯状疱疹ウイルスと同属

の単純ヘルペスウイルスによって

引き起こされる病気で、口唇や鼻

の下に水ぶくれを起こします。帯

状疱疹のウイルスと同様に神経節

に潜んでいて、風邪を引いた時や

紫外線を浴びた時、抵抗力が下がっ

た時に再発を繰り返します。治療

は抗ヘルペスウイルス薬の軟膏や

内服になります。発症前のほてり

や違和感のうちに治療を開始する

と、治癒が早くなります。赤ちゃ

んに感染させると、重症化するこ

とがありますので、注意が必要で

す。単純ヘルペスウイルスは性器

ヘルペスを起こすタイプもあり、

また、顔面神経麻痺の原因の6割

を占めるとも言われています。
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6.帯状疱疹の治療

抗ヘルペスウイルス薬が中心に

なります。高価な薬ですが、1週

間のみの服用です。発症後早期に

開始した方が症状が軽くなり、合

併症の予防になります。効果は2

日くらい遅れて出ますので、自己

判断で中止しないことが大切です。

痛みに応じて鎮痛剤を服用します

が、激痛時には神経ブロックが必

要になることもあります。患部は

冷やさないこと、水ぶくれは極力

破らないように注意します。帯状

疱疹後神経痛になった場合は、痛

みを和らげる治療が主体となりま

すが、専門のペインクリニックの

治療が必要な場合もあります。

7.帯状疱疹の予防

50歳を過ぎたら免疫力の低下を

防ぐため、過労やストレスを極力

避け、バランスのとれた食事、十

分な睡眠、適度な運動を心がけま

しょう。ワクチンの接種も検討し

て下さい。

抗ﾍﾙﾍﾟｽｳｲﾙｽ薬

ｽﾄﾚｽをｽ貯めない

ﾊﾞﾗﾝｽの良い食事

適度な運動

神経ブロック

過労を避ける

ワクチン接種

↓

十分な睡眠


